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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 

  

第二の革命 

第一巻：信仰と闘争 
  

第15部 

  
  

怨霊界 
  

国家社会主義運動は、敵の世界と戦っている：リベラル資本主義、マルク

ス主義、反動。唯物論、シオニズム、そして人種戦争の危険性にも対抗し

ている。我々の革命の段階である4つの偉大な中間目標が、我々の勝利か

ら我々を引き離している。 
    

第一の目標は--先に述べたように--ナチス禁止令の解除である。ドイツの

自由運動が、国家社会主義ドイツ労働者党が地下で活動するだけでなく、

再び自由かつ公然と姿を現すことができるようにすることが絶対に必要だ

と考える理由は、すでに説明したとおりです。私たちは、DKPからNPDま

で、資本から統一労働組合まで、この国のすべての既成の政治勢力から反

対されていますが、このことは私たちを脅かすものではありません：  
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まさに、このシステムを支持したり認めたりするすべての勢力を一貫して

拒絶することが、システムが挫折し、人々が不満を抱く瞬間に、私たちの

大衆基盤を確保するのである。他者への敵意はまた、何らかの理由で、シ

ステムの空虚さ、無力さ、無益さ、退屈さ、偽善を排除したいと感じ、そ

れを望む人々の支持を私たちに与えてくれる。私たちは、既存のものを根

本的に否定し、根本的な代替案となる必要があります。 
    

第二の目標は、民族の自由なヨーロッパに大ドイツ帝国を作ることであ

る。大ドイツ帝国-それは、何十年もの間、ますます凝り固まり、国民に

分離主義的な国家や民族感情を植え付けようとしてきた、FRG、GDR、

FRオーストリアの3つの部分国家の終焉を意味します。大ドイツ帝国は、

ポーランドとCSSR（およびソビエト連邦）がドイツ東部領土を返還しな

ければならないことを意味します。  
    

たとえ、ドイツの自由運動が、これらの地域の文化的・民族的自治を前提

として、南チロル、アルザス・ロレーヌ、ユーペン・マルメディ、北シュ

レスヴィヒの返還を断念したとしても、ドイツにかなりの数の占領軍を駐

留させている西欧の民主主義政府の敵意を常に想定しなければならず、す

べてを合わせると、敵の正面には、印象深い絵がある。 
    

しかし、我々の側には、ヨーロッパの自由運動、国家社会主義者、民族社

会主義者、ファシストたちが、長い間団結してきた。ヨーロッパのヴァッ

フェン-SSの伝統に従って、彼らは共通の敵に対して肩を並べて立ち向か

います。特に温かい友情が、我々ドイツ人とフラマン人、ワロン人、イギ

リス人の同志を結びつけているが、我々は大陸の他のすべての自由運動と

も結びつけている。  
    

フランダースのディクスムイデなどで毎年開催される諸民族の法的自由運

動に加え、WUNSは西ヨーロッパ部を創設し、現在デンマーク国家社会主

義者の指導者が率いている。さらに、東欧の亡命運動の同志もおり、その

中には世界大戦で我々と一緒に戦った者もいる。ヨーロッパの同志、い

や、全白人世界の同志は、ドイツの自由への闘いとその民族的要求を支持

している。それは、統一ヨーロッパの形成のための大ドイツの重要性を

知っているからである。  
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しかし、歴史的な論理は私たちの側にもあるのです。アジアやアフリカの

人々を見ればわかるように、ナショナリズムは現代における決定的な力で

す。民族が一つにまとまり、統一国家を形成することは自然なことです。

国家共同体という形でなければ、他にどのように意思を表現できるでしょ

うか。  
    

我々ドイツ人は、例えばパレスチナ人に劣らず、自由と祖国への権利を有

している。パレスチナ問題に関する国連の宣言は、PLOだけでなく、ドイ

ツの自由運動にも準用されています。もちろん、統一された自由な国民国

家へのこの権利が自発的に与えられることはありませんが、すべての黒人

部族に当然のように与えられているものを否定することによって、ドイツ

の敵は自分たちを悪者にしているのです。西側の腐ったブルジョア世界の

国際主義や東側の人民の民族抑圧に対して、アジアやアラビアの覚醒した

人民と民族主義の共同戦線を張ることは、まったく考えられないことでは

ありません！我々は、世界とヨーロッパに友人を持つ。共に勝利しよう。 

    

私たちの第三の目標は、ユダヤ人問題の最終的な解決です。私がこの言葉

をかなり意図的に使うのは、この言葉が戦後のタブーになってしまったか

らです。第三帝国のユダヤ人政策において、この用語に大量虐殺という解

釈を与えたのは、民主的なボルシェビキ同盟の残虐なプロパガンダだった

のです。しかし、その意味は何であったか：  
    

シオニズム（世界ユダヤの組織的権力）を破壊すること！これが私たちの

目標であることに変わりはない。そうすることで、我々は必然的にシオニ

ストの恨みを買う。彼らは、少なくともある程度は、超大国アメリカとソ

連の権力と、メーソン秘密組織の影響力を自由に使えるようになってい

る。シオニズムは、我々の最大かつ最も危険な敵であり、世界を2度にわ

たってドイツとの戦争に駆り立て、2度とも勝利した敵であるが、我々

は、あらゆる場所でユダヤ人を匂わせる宗派ルデンドルフ運動の一部が好

むように、迫害の妄想の中で、パニックに陥ってはならないのである。 
    

シオニズムの力は、一般市民が疑っているよりも無限に大きい-私はこれ

を前章で説明した-が、一部の同志が恐れているよりも小さく、彼らはこ
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の議論を使って自分たちの成功の欠如と無策を説明するだけだ。シオンの

賢者たちの偉大な計画を推進するイニシエーターは、ごく少数しかいない

のです。私たちの知る限り、今日のように藁人形を前に置くのではなく、

まだ自ら公職に就いていた最後の「選ばれた者」、ワイマール外相ラテナ

ウは、世界を支配する300人の男について語り、それぞれが全員を知って

いると述べた。この数の少なさは、彼らにとって不可欠な利点である： 
    

彼らは非常に迅速かつ効果的に行動することができ、しかも完全に匿名で

あり、暴露されることはなく、裏切りも恐れることはありません。しか

し、これにはデメリットもあります：  
    

彼らの実際の、直接的、物理的な暴力と力は小さい。もし、彼らの道具で

ある秘密結社を破壊し、その結果、彼らのホスト民族の国家、経済、

ジャーナリズム手段に対する支配力を破壊すれば、彼らと効果的に戦うこ

とができる。しかし、これまでのところ、「シオンの賢者」は、1930年代

と1940年代のヨーロッパのような地域的な挫折にも、世界の他の地域での

力のおかげで、常に対処することができたのである。したがって、シオニ

ズムとの戦いは、世界中で行われなければならない！  

    

ドイツの自由運動が世界戦線にフィットするのは、このあたりからです：  
    

シオニズムは国連によって厳粛に非合法化され、シオニストの牙城である

アメリカでさえも、抵抗する勢力が蠢いている。アメリカのナチスや

クー・クラックス・クランだけでなく、多くの-愛国的で人種意識の高い-

組織や、尊敬すべき政治家、実業家、記者までもが、シオニストの奴隷制

に抵抗している。  

    

アジアは、国際的なビジネスと金融の世界に対する態度を除けば、シオニ

ストの影響から完全に解放されているようです。アフリカでは、長年にわ

たってシオニストの影響がかなり強かったが、アラブ諸国がそれを追い払

うことに成功した。ロシアでも、反シオニズムの勢力が何度も蠢きだして

いる。特にロシア人は、かなりの程度反ユダヤ的であり、彼らのプライド

は、単にシオニズムの道具になることに抵抗している。KPDSUでさえ

も、表向きは反シオニスト的な政策を通じて、このことを考慮に入れなけ
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ればならないが、しかし、誰も欺いてはならない：  
    

ユダヤ人を憎み、かつてトロツキーを倒してシオニストの計画を阻止した

国民共産主義者スターリンが暗殺されて以来、シオニスト界は確実にソ連

権力に影響力を取り戻している。この闘争が、党・国家・軍事機構の内部

で決着したものではないことを、私たちは知っている。  
    

ロシアの国家社会主義反対派は、非常によく組織化されており、それがカ

バーする組織的なスターリン主義派閥への移行は流動的で、国民や国家に

ある程度の影響力を持つが、ソ連がシオニズムの道具であるという事実

は、まだ何も変わってはいない。  
    

我々は、この反シオニスト闘争においてロシア人民を助けることはでき

ず、戦線の行方を漠然と見ることしかできない。しかし、スターリンの公

式な更生だけが、ソ連におけるシオニスト勢力の終焉を告げるだろう。し

かし、ロシア人民の中には、シオニストの陰謀との闘いにおいて、アラブ

民族と同様に信頼できる味方をいつか見つけることができるだろう。 
    

第4の目的は、アーリア人の国家共同体の確立である。私たちの人種闘争

の概念と、アーリア人が敗北する危険のある人種戦争に対する警告は、私

たち黒人やアジア人をも敵に回すようであり、したがって、有色人種に対

する戦線に対する政治的友人の警告は、正当なものとしか思えない。  

    

しかし、これらの目標は、論理的な順序だけでなく、時間的な順序で実現

されることを忘れてはならない。政治においては、常にたった一人の敵対

者を国民に示し、たった一人の問題に宣伝を集中させ、8000万人の国民の

膨大なエネルギーをたった一つの目標に向けなければならない。人民の指

導者、闘士と信者のエリートだけが、運動の最終目標を知っている。同盟

が結ばれ、私たちが非難されるように、人種間の闘争を誘発するようなこ

とはない。 
    

人種間の闘争は、いつでも、どんなシステムの下でも、事実である！唯一

の問題は、私たちが勝ちたいのか負けたくないのか、ということです。逆

説的に聞こえるかも 
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しれないが     

国家社会主義が、その明確な現実認識のおかげで、唯一の勢力として、人

民指向の社会主義でマルクス主義を克服できるように、国家社会主義が、

まさに民族主義運動として、他者の民族感情を、その逆を期待するのと同

じくらいに尊重するので、ヨーロッパ大陸を統一できるように、我々の運

動も、他よりも優れているので、迫りくる人種戦争を防ぐことに成功する

だろう！  
    

私たちドイツ人は、特に有色人種に多くの友人を持ち、利害の対立は私た

ちを隔てるものではない。外国からの侵入の脅威に対する我々の対策は、

民族意識の高いアジア人を、我々が長い歴史的友好関係にあるペルシャ

人、トルコ人、アラブ人と同様に、怒らせることはできない。これらの誇

り高き民族や人種も、このような混血を望んでいないはずだ。精神的指導

者である故エルサレム大ムフティー、フセインが、わが民族の偉大な友人

であり、世界大戦中も帝国の同盟国であったアラブ諸国、同様に、日本、

トルコ、アーリア人の長年の故郷であるイランとは、友情の良き伝統が、

とりわけ我々を結びつけている。理性は、シオニズムに支配されていない

最強の国、中華人民共和国と同盟を結ぶことを要求している。 
    

レイシズムとは、亜人の歪んだ絵を描くことではありません。レイシズム

とは、つまり 
    

自然と歴史の永遠の闘いの中で、内部では混血を防ぎ、外部では自民族の

生存を確保すること。すべての人種と民族がこのことを等しく認識してこ

そ、相互尊重が可能になる。特にアジアの古代文化民族はこのことをよく

知っているが、目覚めつつある国々も、民族主義的な扇動にこのことを感

じ取っている。アーリア人の国家共同体は、かつて大ドイツ帝国がそうで

あったように、他の国家や民族と同盟を結ぶことができるようになる。か

つての日独同盟（ベルリン-東京軸）は、人種を基盤とした世界秩序の未

来のモデルかもしれない。  

    

いずれにせよ、我々国家社会主義者は、退廃した富国強兵国家やボルシェ

ビキの奴隷国家よりも、目覚めつつある若い国々に近い存在である。それ

は長い闘いになり、我々の世代が勝利を見るまで生きられないことも十分
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あり得る。したがって、私たちの戦士は、国家権力の管理者に対する欲に

駆られているのではない。我々の運動は、人民への愛と思想への忠誠から

生きている。   

    

完全な敗北から数十年後に、新たな勝利が待っているとは誰も思っていな

いのです。歴史の目には何十年と映る！歴史は年数ではなく、年齢で数え

る。私たちの世代、つまり今日のムーブメントの主流を占める1950年から

65年の世代に課せられた課題は、伝統を受け継ぎ、それを継承していくこ

とでした。 
    

日輪は、暗い夜の後に太陽が出現し、闇に対する光の勝利が永遠に続くこ

とを象徴しています。太陽は消えないのです！時には奇跡のように思える

こともありますが、私たちは芸術の世界に対する自然の法則の必然的な勝

利を体験しているだけなのです。そして、もし私たちの若い戦士たちが、

人々の心に太陽のイメージを生かし続けるという、たった一つのことに成

功したのなら、私たちはすべてを達成したことになります。後世の人々が

勝利を得ることができても、私たちはもっと偉大なことを成し遂げたので

す：私たちは夜に逆らったのです！ 

    

私たちのムーブメントの若いファイターたちを悩ませる2つの懸念があり

ます：  
    

敵の大きな力と、一見少ないように見える同志の数。私はあなた方に言

う、「私たちが少数であることを良しとする！ 

    

私たちはエリートを形成しています。私たちの運動は、不可能なことは何

もない戦士の世代を育てています。弾圧と迫害は、明日の革命家を形成す

る。ブルジョア的存在に恐れを知らず、必要ならばすべてを犠牲にするこ

とを決意した同志だけが、私たちの道を見つけることができる  
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